	港　　の　　分　　類


みなとの語源

　今日では、みなとを表すのに港または港湾という文字が使用されていますが、昔は津（つ）、泊（とまり）、湊（みなと）、水門（みなと）、湖（みなと）などの文字が用いられました。
港湾の分類

　港湾は、用途、機能、行政上の区分などにより分類されますが、近年、社会機構が複雑化してきたのに対応して、港湾の種類も細分化してきています。

　用途による分類

　　港湾を用途により大別すると次のようになります。この分類は、港を利用する船舶の種類による分類とも言えます。

	　商港

　　商港は、外国貿易や内国貿易の取扱を主とする港です。商港で、定期船が多く出入港する港を「定期船港」、不定期船が主として出入港する港を「不定期船港」といいます。

	　工業港

　　工業港に出入する船舶は、原油、LPG、エチレン、硫酸などを輸送する各種タンカー、鉱石専用船、石炭、燐鉱石、ボーキサイト等を輸送する撒積船や専用船が多く、船舶や港湾施設は生産活動を行うための一部を分担しています。

	　漁港

　　漁港は、船舶の停泊、漁獲物の陸揚げ、出航の準備などを行う港です。なお、漁船の船籍港を「母港」といい、漁獲物を陸揚げする港を「水揚港」といいます。

	　船車連絡港

　　船車連絡港は、フェリーの出入する港です。

	　レクリエーション港

　　レクリエーション港は、ヨット、モーターボート、などのプレジャーボートの停泊、保管を行う港および遊覧船の発着する港です。

	　軍港

　　軍港は、軍事上の特殊な目的を持ち、艦艇の停泊、修理、補給等を行うことを目的とした港です。

	　避難港

　　避難港は、小型船が荒天を避けるための港です。


　　　　　　　　　　　　　　
　　港湾法上の分類
　　　港湾法は、港湾の建設、管理を目的とした法律であり、港湾を次の４つに分類
しています。この分類を「港格による分類」といいます。
	　特定重要港湾

　　重要港湾のうち、外国貿易の増進上特に重要な港湾です。全国で２１港が指定

されています。

	　重要港湾

　　国の利害に重大な関係を有する港湾です。全国で１１２港が指定されています。

	　地方港湾
　　重要港湾以外の港湾です。全国で９６６港が指定されています。

	　避難港

　地方港湾のうち、小型船の避難港として指定された港湾です。全国で３５港が指

定されています。


　　　　　　　　
　　漁港法上の分類

　　　漁港法は、水産業の発展をはかるため、漁港を整備するとともに、その維持管理

を適正にすることを目的とした法律です。漁港法では、漁港を４種類に分けており、

約３０００の漁港が指定されています。
	　第１種漁港

　　利用する範囲が地元の漁業を主とするものであり、２２２４の港があります。

	　第２種漁港

　　利用範囲が第１種漁港より広く、第３種に属さないもので、５１３港があります。

	　第３種漁港

　　利用範囲が全国的な港であり、特定１３港を含め１１４港があります。

	　特定第３種漁港
　　第３種漁港のうち、水産業の振興上特に重要な港です。八戸、銚子、石巻、境、
焼津、長崎、博多、気仙沼、下関、塩釜、三崎、浜田、枕崎の１３港が指定されています。

	　第４種漁港

　離島その他の辺地にあって、漁船の避難上特に重要なもの１００港が定められて
います。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
